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はじめに

東京大学医科学研F究所で,熱 帯病を学び,

熱帯医学専門医になった。日本では珍 しい専

門分野だったため,海 外での仕事が次々と舞

い込んだ。それ以来,「熱帯病ハ ンターJと

して熱帯 ・亜熱帯の回々に出かけた。幸運に

も外務省に入省 し,ア フリカ,中 近東,ア ジ

アの国々のほとんどを巡 り,危 険な感染症と

むかい,診 断と診療に明け暮れた。

感染症はまさに悪魔,多 くの人々の命を奪

っていることを知った。本章では,地 球の

2/3を まわったこれまでの経験談をふまえ,

死亡率の高い感染症の恐ろしさをまとめてみ

た。

1)満 州開拓民を襲った出血熱

満州に志 をたてて渡った開拓民の間で,

1930年代,奇妙な感染症が流行した。中でも,

発疹が出たり,血 尿が出たり,国 内では余り

みられない感染症が続出。多くの開拓民が発

病 し,原 因不明のまま意識が薄れ,死 ぬ人も

現れた。

外務省は,急 返,ニ コリスク・ウラジオス

トックに医師を派遣した。当時,黒 死病 (ペ

ス ト)も 流行 しており,マ ルタ熱 (ブルセラ

病),マ ラリア,カ ラアザールなどの熱帯病

が,寒 い地域で発見されたことに外務省は驚

いた。なお,海 外に医師を派遣し,調 査する

という貴重な試みが,戦 後,外 務省に 「医務

官Jを 配置するという構想になったことを付

記 しておきたい。
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おおり医院         大  利  昌  久

京都府立大学医学部を卒業した祖父,大 利

政忠 (1878～1944年)は 感染症の道を選び,

郷里山田県光市虹が浜に2階建ての結核専門

病院を建てた。当時では,珍 しい感染症専門

の入院施設だった。

折 しも,光 市室積浦の幼なじみ,松 岡洋右

氏 (南満州鉄道総裁)<1880～ 1946年>が

帰郷。祖父は彼と料亭で痛飲するうち,満 州

開拓民の悲惨な実情を知 り,何 とかして 「謎

の感染症」の正体を究明したいと思ったらし

V 。`

祖父は,1934年,開 業 したばかりの病院を

あっさり捨て,家 族を伴って満州国吉林市に

渡った。そこで,開 拓民の診療に携わり,感

染症の知識を駆使して,得 体の知れない感染

症の研究に没頭 したのである。

そんな中,1937年上海事変のあと, 日中全

面戦争が始 まった。祖父の研究室を兼ねた

「順天医院」は,敗 戦が濃 くなった1944年,

暴徒に襲われ,家 財道具の他,顕 微鏡,細 菌

培地,フ ラスコ,ビ ーカー,レ ントゲンなど

の医療器具,研 究用機材のすべてを失った。

暴徒の中に息子のように可愛がっていた研究

スタッフの中国人もいて,裏 切 られた祖父は

心労のあまり,持 病の高血圧が悪化 し,あ っ

けなく脳出血で死亡 した。

郷里,山 口県光市室積浦には,外 務大臣の

あと衆議院議員まで務めた松岡洋右氏の鋼像

が建っている。皮肉なことに,彼 は,祖 父の

専門だった肺結核で 1946年,東 京帝国大学
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医学部附属病院で他界 した。「悔いもな く,

怨みもなくて,行 く黄泉 (よみじ)J。

近 くの専光寺の大利家代々の墓に,祖 父は

静かに眠っている。

2)後 世に残 した貴重なカルテ

祖父は 7人 の子供 (6男 1女 )に 恵まれ,

末っ子が私の父だった。 7人 のうち6人 が医

師になったが,す べて軍医として出征 し,ビ

ルマ ・中国などの戦地で死亡した。

父,茂 久は京城帝国大学医学部を卒業, し

ばらく祖父の手伝いをしていたこともあり,

祉父の残 したカルテと研究メモをみため

そこには,「出血性の未知の病気,余 はこ

れを 「ソンゴ (孫呉)熱 」と称す。おそらく

ネズミによってもたらされる風i病 だ」と記

録されていたという。満州の広大な開拓地が,

ソンゴ地域 と呼ばれたことから付けた病名だ

と思う。

このカルテにある,「発熱,悪 寒,頭 痛,

m尿 を伴い意識障害,死 」 という症状から,

おそらく今でいう 「流行性出血熱,ハ ンタウ

イルスによる腎症候性出血熱」だったと思わ

れる。この病気は,1981年 になってRNAウ

イルスとして培養に成功.1951年 朝鮮戦争当

時は,前 線に出た国通年兵士約3200人 (そ

のうち米軍2500人)が 発病 し,120人 あまり

が死亡した。

ソンゴ熱以外の原因不明の感染症 として

は,1940年 吉林市内で流行した 「身体が黒く

なって死ぬ感染症」は 「ペス トJと 思われる

し,発 疹が出て,重 症化するのは 「ツツガム

シ病」と思われる。その他,腸 チフス,コ レ

ラ,発 疹チフス,炭 喧菌などの風■病 も祀録

さオ化てV たヽ。

これは,「名もない 1人 の医師が,後 世に

残 した貴重なカルテJと いえる。

3)最 後の引揚列車

私は,韓 回ソウルで生まれ,生 後す ぐに満

州に渡 り, 4年 間網父,両 親に育てられた。

十林市で流行中の肺結核にかかり,右 膿胸に

(平成24年2月10日)

て生死が危ぶまれた。有効な抗結核剤がない

時代,祖 父 と父が主治医とな り,私 の死を覚

悟で肺 を開胸 し,そ こに消毒薬のクレゾール

を注入したそうである。生か死か,一 か八か

の 「とんでもない荒治療Jだ ったが,そ れま

で意識族朧としていた私は卜J復したのだ。

父は,祖 父を失ったが, 4歳 になった私を

連れ,引 揚列車です林市を後にした。それこ

そほとんど覚えていないが,古 林市内で近 く

の子供たちとアイススケー トをしたこと,圧

棋のないじ1揚列車に乗ったこと,船 着場の長

い列に並んで,お 腹がペコペコだったことな

どが記憶に残っている。

父母の話では,私 たちが乗った列車は,

「最後の引揚列車」だったそうだ。問一髪で

日本に帰れた私たちは幸運だった。あとに残

された約 150万人の日本人は,そ の後悲惨な

運命をたどることになる。その多くは,餓 死,

凍死,病 死,白 殺などで約 18万 人の生命が

失われたのだ。

こうして,「大東tll共栄園」の拠点,満 州

回は,わ ずか13年で歴史を閉じ消減した。

4)日 本脳炎撲滅隊長

敗戦IJ日本には,肺 結核,コ レラ,チ フス,

赤痢, 日本脳炎,回 虫など,あ りとあらゆる

感染症が流行 していた。財力も乏しく,医 薬

品も少なく,食 糧不足により体力が衰えた日

本人を故う唯一の方法は,公 衆衛生の教育普

及しかなかった。

1945年, 日本の公衆衛生を担当したのは,

米国のGHQで ,初 代縞祉局長は,ク ロフォ
ー ド・F・ サムス (オハイオ州出身)だ った。

日本のiを 踏んだ父は,厚 生省の医官とな

り,東 京帝匹1大学医学部放射線科と伝染病lll

究所で教育を受け,サ ムス局長率いるGHQ

の指揮下に入 り, 日本脳炎撲減隊長として,

原爆投下で疲弊した長崎に赴任 した。伝染病

研究所では,偶 然にも後に,私 の主任教授だ

った東京大学医科学研究所のrf々学博士と親

交があった。
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日本脳炎はもともと瀬戸内海の風■病。重

症の脳炎で今でも35%と いう高い死亡率を

もっている。当時は,流 行性脳脊髄膜炎とい

われたが,1924年 の大流行をきっかけに,本

格的な研究が始まった。そして,1933年 日本

脳炎が蚊によって媒介されることが,東 京帝

国大学伝染病研究所の三田村篤志博士によっ

て発見された。

日本脳災ウイルスは,コ ガタアカイエカに

よって媒介され,ウ イルスを持ったコガタア

カイエカが動物を吸血すると,そ の動物の体

内でウイルスが増殖する。

自然界で,ウ イルスが増殖する動物を 「増

幅動物Jと いうが, 日本脳炎ウイルスの増幅

動物はブタである。

当時,九 州全城に死亡率の高い日本脳炎が

流行 してお り,父 は,長 崎大学医学部の医動

物学者大森南三郎教授 と, 日本脳炎を媒介す

るコガタアカイエカの生態の研究を始め,こ

の蚊が牛舎や豚舎,塁 地の水たまりにも発生

すること,夜 でなく日中に活動することなど

を突き止めた。

父たちは当時の貴重な殺虫剤DDTを ,「無

駄なく,適 量に,広 域に,散 布する作戦」を

展開した。日本脳炎ワクチンが登場するまで,

日本脳炎抑制に有効だった作戦といえる。小

学生になっていた私は,蚊 に刺されながらも

陣頭指揮 をとる父の後をついて回ったもの

だ。当時,GHQの 持導で,DDTを 頭から散

布 され, おまけに白い駆虫剤を集卜Jlで服用6

長い回虫が肛門から出てきた想い出がある。

同級の皆に恨まれ, これは 「お前のオヤジの

せいだJと いじめられた。

1950年～ 1960年まで,毎 年3000～ 8000人

が発病.1960年 の記録では,2301人 発病中

782人 が死亡 した。この年をピークに, 日本

脳炎ワクチンの普及もあって,今 では日本国

内での発病はほとんど兄られない。

2010年 7月 ,フ イリピン帰 りの米国人が 2

人 (6歳 の女児と11歳 の男児)高 熱のあと

(平成24年 2月 10日)

死亡 した。 2人 の血液から日本脳炎ウイルス

が発見され,米 国内は騒然となった。いまだ

に東南アジア,オ セアニア,中 国南部では油

断できない感染症といえる。

5)死 の工場

「ソンゴ熱」のその後を調べてみて,驚 ろ

いた。祖父が吉林市にいたちょうど同じ頃,

日本軍が3000人 もの医療関係者 と軍人を集

め,1938年 ,ハ ルピン市郊外の平房 (ピンフ

ァン)に 研究所を設立。その研究所は,約 6

キロ四方の広大な敦地で,飛 行場や鉄道があ

り,敦 地内には,神 社まであった。周囲は高

圧電線を張 り巡らした塀,鉄 線網に囲まれた

異様な研究所。飛行場には,軍 用戦闘機 もい

たし,平 房 ・東京問の定期便が飛んでいたと

いう。「満州第731部隊」 と言われるように

なったのは,ノ モンハン事件の 2年 後,1941

年 8月 のことだった。部隊長は,1916年 京都

市国大学医学部卒の石井四郎軍医 (1892～

1957)。いろいろな細菌の研究をしていて,

祖父のいう 「ソンゴ熱」も研究対象だったこ

とがわかった。

731部隊本部一号棟入回

ここが,731部 隊の司令塔だつた。

レンガ造 りで 2階 建て,敷 地面積 2350m2

(中国 ハ ルピン平房 2011年 9月 )

1994年,シエル ドン・ハリスが 「死の工場」

と世界に紹介したこの研究所こそ,731部 隊

がいた 「身の毛のよだつような生物兵器の製

造工場」だったのである。梅毒スピロメータ

ー,炭 遠菌,ペ ス ト,コ レラ,赤 痢,チ フス

など,多 くの生物兵器が開発され,ワ クチン

の研究もなされた。研究所の目的は,来 るベ

きソビエ ト軍の南下を【R止するための軍事作
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戦に備えての,大 規模な細菌戦の研究と開発

だった。

しかし,大 日本帝国軍は敗戦し,1945年 8

月,工 場の存在を隠すため,す べての捕虜を

殺害 し,研 究所を爆破 して敗走。皮肉にも爆

薬不足でボイラー室の巨大な2本 の煙突が倒

れずに,「悪魔の証人Jとして今も残っている。

石井部隊は,1945年 8月 最後のマルタを虐殺 し,

部隊施設を破壊 して敗走 したが,爆 薬不足

爆破に失敗。残された 「死の工場」の巨大な煙突

恐らく,3000人以上の 「マルタ」と呼ばれ

た捕虜が,お ぞ ましい実験で惨殺 された。

2011年 9月 22日北京経由で,ハ ルピンに飛

び,「侵華 日軍第731部隊罪証陳列館」を訪

問したが,そ こに陳列してある資料が,そ れ

を物語っていた。2011年10月 15日の朝 日新

聞に,細 菌兵器を使用した陸軍医学防疫研究

所の極秘報告書が見つかったとある。この報

告書を書いたのは,731部 隊に 3年 ほど勤務

した東京帝国大学医学部の軍医だった。

日本のおかれた状況は厳 しかったと思われ

るが,医 学を殺人の道具に使う人間は許せな

い。通訳の中国人は,陳 列館を出ると無言に

なった。

第二次世界大戦の渦中,医 師として開拓民

の診療にあたり,研 究に没した祖父は,こ の

ような恐い細菌部隊が近 くに存在していたこ

とを知っていたのだろうか。友人,松 岡洋右

氏は役職柄,当 然知っていたに違いない。

「ソンゴ熱」は,今 でも黒竜江省,遺 寧省,

吉林省を中心に数万人の感染が兄 られるの

で,ご くありふれた風土病と考えられる。こ

(平成24年2月10H )

の感染症の知識 もな く渡満 した開拓民は,そ

の犠牲者 となったが,731部 隊の存在はどう

だったのだろう。実は,731部 隊に勤務 して

いた中国人の証言で,「いるはずのない赤い

目をしたネズミ (恐らく実験用マウス)が ハ

ルピン市郊外で多数見つかった」ことがあっ

たそうだ。そのあと,ペ ス トが大流行 し,証

言者の家族 もペス トで亡 くなったという。

1930～ 1940年代を中心に爆発的に流行 した

ソンゴ熱の原因は,研 究所から病原体が洩れ

たのか,そ れとも実験的に感染ネズミを放っ

たのか……。恐らく,ペ ス トの流行時と同じ

く,後 者の実験がとられたと考えるのが妥単

だが・…・・。

6)ハ ンタウイルスの恐怖

「ソンゴ (孫呉)熱 」による死亡率は, 白

然界では15～20%だ った。

実は,満 州開拓民ばかりでなく,1938年 満

州国とソ連との回境地帯で,鉄 道建設工事に

従事 していた日本軍人の間に,発 熱, タンパ

ク尿,出 血を伴う奇病が多発した。1940年に

入って,こ の原凶がウイルスであると発表さ

れ,1943年 4月 2日 の朝日新聞に 「北満の奇

病を征服,苦 心 「出血熱」の病原体を発見J

とある。

1976年高麗大学の李鏑江教授 とCDCの カ

ール ・ジョンソン博士が,セ スジアカネズミ

を宿主 とする新 しいウイルス病であると発

表。そのセスジアカネズミが朝鮮半島の38

度線近 くを流れているハンターン河 (漢灘江)

の流域で捕獲したことからハンターンウイル

ス (ハンタウイルス)と 名付けられた。

ハンタウイルスは,ウ イルスを保有する野

生のネズミ,中 国東北部ではセスジアカネズ

ミが排,世する尿や唾液を吸収 したり,接 触し

たりすることで感染する。CDC(疾 病予防管

理センター)は ,「ハンタウイルスは西暦960

年に大流行。症状は,強 い腹痛,背 部痛,頭

痛,め まい,点 状出血,頻 脈,血 圧低下のあ

と腎不全を併発し,乏 尿となり,重 症の出血
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で死亡する。致死率は,20～ 30%で ある」

とした。

日本では,1970年 代初め,大 学医学部の動

物実験施設で原因不明の熱病が頻発。この報

告をうけた文部省は,た だちに 「流行性出血

熱研究班」を組織し,原 因究明に取 り組んだ。

先の李教授の協力を受け,こ の不明の熱病が

韓国型出血熱,つ まり,ハ ンタウイルスによ

る熱病であることが明らかになった。1985年

に終息宣言が出されるまでの16年間に,全

国の24施設で126人が発病 し, 1人 が亡 くな

った。感染源は,施設内の実験用ラットだった。

1993年 5月 ,19オ のマラソン選手だった

ナヴアホ族の青年メリル ・パヒーが,ニ ュー

メキシコ州ギセラップ近 くの砂漠を車で走行

中急死。彼は, トレーラー車暮らしで,同 棲

していた婚約者は数日前に息苦 しそうにあえ

ぎながら死亡 し,そ の葬儀に向かう途中だっ

たのだ。その数週間後,よ く似た症状で12

人が死亡。犠牲者の多 くは,ナ ヴアホインデ

ィアン居留地に住む,アメリカ先住民だった。

次いで,テ キサス州,カ リフォルニア州,オ

レゴン州にも 「謎の急死」がみられ,CDC

はメリルが暮らしていた トレーラー車に残さ

れた遺留品,特 に汚れた皿,残 飯の他,床 に

落ちていたネズミの糞をつぶさに調べること

を忘れなかった。その糞の分析から,ウ イル

スの保有動物はシロアシマウスというネズミ

類で,微 生物はハンタウイルスであることを

発表。 しか し, 呼吸器症】犬が強V こヽとから,

従来の出血熱 とは違 うことから1995年,新

しい 「ハンタウイルスによる肺症候群」と名

付けられた。別名シンノンブレウイルス (名

前のないウイルスというスペイン語に出来)

と名付けられた。さすがCDCo FBIの 犯罪捜

査と同じく,殺 人微生物 (真犯人)を 追いつ

める技能は最高である。残念ながら日本には,

CDCの ように即戦力のある感染症専門家は

少ない。

その後,ハ ンタウイルス肺症候群の発生は

全米でみられ,2002年 6月 までにナヴアホ族

に限らず,白 人も含め,31州 で381人の発症

が確認されている。その死亡率は,な んと

37%だ った。

ハ ンタウイルスは,こ れまでに22の ウイ

ルス型が発見されている。中でもハンター型

(旧満州),ソ ウル型 (韓国),プ ーマラ型

(北欧 ・ロシア), ドプラバ型 (西欧)は ,腎

症候性出血熱を引き起こし,シ ンノンブレ型

(北米),ア ンデス型 (南米)は ,肺 症候群を

引き起こす。いずれもげっ歯類が,自 然宿主

で,そ の地域に入 り込んだ人が知 らずに感染

する。

中国や韓国では,不 活化ワクチンが開発さ

れ,ハ イリスクグループに接種されている。

7)見 えない脅威

2011年 3月 11日, 日本の東北部を襲った

大地震と津波。

その後の福島第 1原 子力発電所事故に伴

う,放 射能の拡散。今や日本は 「見えない脅

威」にさらされている。

放射能の中で,プ ル トニウムを用いた人体

実験を米国がおこなったことがある。それと

ともに,多 くの生物兵器が開発 されていた。

その開発にかけた資金は,731部 隊の比では

ない。

1990年ベルシャ湾岸戦争が始まった。イラ

クのクウェー ト侵略に対 し,27カ 国70万人

もの回連軍が動員された。わずか35日 間の

短い戦争だったが,そ の帰還兵,20万 人が発

病 し,湾 岸戦争症候群 (GWI)で ,15000人

以上が亡 くなった。

その症状は,エ イズの症状に似て 「慢性疲

労」「頻繁な嘔吐,下 痢」「激 しい体重減少」

「絶え間ない頭痛」「不眠症」「出血」がある

奇病だった。そして,帰 還兵の妻たちにも感

染し,更 にペットの大 ・猫にも感染 した。感

染経路は,セ ックスだけでなく咳,汗 など空

気感染や接触感染でも感染することがわかっ

ている。それだけでは済まなかった。死産す
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るか,産 まれてきた子供たちの多 くが,手 足

がなく,片 目がなく,恐 ろしい姿をした奇形

児だった。その害J合は,65%だ という。

1995年 11月発刊の 「ライフ誌」には,サ

リドマイド児のような「ゴルデンハー症候群」

の子供たちの姿が掲載されている。その中で,

ウラジミール ・レーエンの言葉,「資本家た

ちは本U益追求のため何でもする。自分たちを

縛 り首にするロープさえ売る」が胸を痛める。

米国アンダーソン ・ガンセンターのガー

ス ・ニコルソン博士は,こ れはマイコプラズ

マに類似の微生物で,「恐 らく自然界のもの

でなく,人 工微生物だ」と警告を発した。な

ぜなら,エ イズウイルスの皮膜遺伝子を含ん

だマイコプラズマだったからだ。まさに,エ

イズをしのぐ 「悪魔の感染症」である。

奇病に苦 しみ廃人となり,自 殺者が増えて

いるにもかかわらず,米 国防衛省 (ベンタゴ

ン)は ,こ の生物兵器説を否定している。

湾岸戦争に従事 したイギリス軍人51000人

のうち,帰 還後 1233人が湾岸戦争症候群で

死亡。その 13%は ,敵 痛に耐えかね,治 療

の方法もなく自殺の道を選んだ。

なお,湾 岸戦争に従事 したほとんどの国の

軍人が発病 したが,フ ランス軍人には,発 病

者が出なかったという。これはなぜか,そ れ

はスカッドミサイルの攻撃にさらされ,病 状

が出始めると細菌兵器の攻撃を予想 し,そ の

予防のために 「ドキシサイクリン」を服用し

たからだと言われる。

マイコプラズマは,細 抱壁のない細菌で,
一般に 「マイコプラズマ肺炎」を引き起こす

ありふれた微生物である。悪魔の科学者が遺

伝子を組み替えて人工的に改造 し,病 原性を

高め,新 種の微生物を作 り上げたのである。

8)死 の商人

イラク軍が回連軍に打ち込んだスカッドミ

サイルをイラクに輸 出 したのは,米 国の

ATCC社 である。この企業は,政 府指導のも

と,病 原菌の扱いも心得ていた。

ある資料によると,年 間13万 もの培養菌

を販売輸出していたのだ。この培養菌が細菌

兵器に転用されたのは,明 らかである。イラ

ク軍微生物学者は,米国内で訓1練されてお り,

いわば,米 国産生物兵器がイラクに出兵した

米国軍人を苦しめたことになる。

なお,タ ノックス ・バイオシステム社は,

マイコプラズマ研究で軍と契約を交わしてい

たことを認めている。いろいろ調べてみると,

1970年代から炭喧菌,ボ ツリヌス菌,そ の他,

マルタ熱菌,ウ ェルチ菌A型 , ヒス トプラズ

マ菌など15種類におよぶ細菌兵器が米国か

らイラクに渡ったことがわかった。

アメリカCDC(疾 病予防管理セ ンター)

が示す生物兵器は,炭 塩菌,ペ ス ト菌,ボ ツ

リヌス菌,ブ ルセラ菌,天 然痘ウイルス,Q

熱,オ ウム病クラミジアなど16種。ペス ト

菌は, ネズミに感染させ,そ の感染ネズミを

大量に養殖し,標 的の場所に放す方法がとら

れる。ボツリヌス菌は,強 い殺傷能力を持つ

ので,い ろんな食品に混ぜればパニックを引

き起こすことができる。

米国陸軍のリス トは,ウ イルス, リケッチ

ャ,細 菌,毒 素など48種 。その中で,中 国

人民解放軍のリス トは23種 にのぼる。使用

対象は人ばかりでなく,家 畜や食用植物の攻

撃にも使われる。

最近の生物兵器は,細 菌,ウ イルスによる

微生物ばか りでなく,天 然に存在する毒,例

えば海産毒,ヘ ビ毒,ク モ毒・サソリ毒,植

物毒,カ ビ毒を精製しての毒素兵器。そして,

クローニングによって製造 される人工兵器

(人工毒)力S開発されている。

まさに悪魔の兵器は,飛 躍的に進化 したの

(つづく)

「悪魔の感染症」平成23年 12月 21日 出版

(悠飛社)

本誌には,少 し内容を充実させて掲載して

います。

だ 。



84 神 奈 川 県 医 師 会 報 (平成24年 3月 10日)

悪 魔 の 感 染 症 (2)

9)炭 疸菌テロ

2001年 9月 11日の米国同時多発テロ事件

以来,生 物毒の大家,米 国コロラド州立大学

のアンソニー.T.ツ ゥ教授のご指命で,生

物兵器に関わる委員会の委員になった。それ

まで増え続け,総 数 1782万 人にまで及んだ

海外渡航者は,テ ロ事件以来,米 国方面を中

心に急激に減少した。世の中は,あ の事件以

来,た しかに変わった。

米国が誇る世界貿易センタービルに旅客機

が突っ込んだ当日,私 は海外邦人医療基金の

佐久間泰氏 と韓回ソウルにいた。韓回の医療

事情の調査が目的で訪韓 していたのだ。
一般市民の生活はあまり変わらなかった

が,南 北問題を抱える韓国は,な んとなく騒

然としていたし,南 北境界線はいつになく慌

ただしかった。韓国の危機管理態勢は,日 本

より進んでいる印象を受けた。後でわかった

ことだが, 日本人より数少なかったが,鶏 回

人もあのビルで死亡したのである。

その後の全米を揺るがす 「炭症菌事件」。

米国で炭喧菌感染者が出たのは25年 ぶ り.

明らかに 「テロ」なので,心 理的な恐怖心が

世界を震憾させた。この事件は,粉 木状の炭

喧菌を郵便で送るという卑劣な手段だった。

炭遠菌の 「白い粉」を手紙の封書に仕込み,

議員事務所や報道関係,司法省に送ったのだ。

この封書が投西された割S便局員や一般市民 5

人が犠牲 となった。時を同じくして,欧 州や

アフリカで郵便局から疑わしい 「白い粉Jが

発見され,世 界中はパニックとなったっ

炭素菌は近代細菌学の基礎を築いたコッホ

足柄上医師会 大  利  昌  久

が 1877年 に発見した,「棒状のウインナーソ
ーセージのような形」をした菌で,環 境の変

化に応 じて 「茅抱」 と呼ばれる胞子を形成。

土壌や動物の排泄物の中で何千年 も生 き続

け,増 殖力も強 く,感 染力も強い。米国で炭

遠菌テロに使われた 「白い粉」は,こ の芽抱

に加工された 「悪魔の炭遠菌」だった。

1993年オウム真理教の狂った集団が,東 京

亀戸で炭遠菌をばら撒 くという事件があっ

た。これは幸いにも製造 ミスで無毒だった。

この事件に過敏に反応した米国政府は,す ぐ

にアンソニー.T.ツ ゥ教授 ら専門家を日本

に派遣 し,製 造現物を調査 したのだ。もし毒

性が強ければ,亀 戸周辺の住民に大きな被害

が出たことは間違いない。

炭喧菌は熱に強く,灼 熱の砂漠の中でも生

きられる。普段,「茅地 という殻」の中にい

て,感 染の機会があると冬眠から覚めるよう

に活動を始めるやっかいな細菌であり,こ の

特性を見込まれて (?)生 物兵器に選ばれた

ポス トにあった白い粉の入つた封筒を

回収中の警察官

(ニューヨーク5番 地 AP電  2001年 9月 )
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のである。

炭遠菌は, もともと羊毛業者や家畜飼育者

に感染する病気で,今 でもアフリカなどで死

人が出ている。皮膚感染では20%,肺 感染

では90%,消 化器感染では25～ 60%が 死亡

する。なお,炭 遠菌が生物兵器として不気味

なのは,人 口50万 人の都市 に,上 空か ら

50kg散 布 したとすると,12万 5000人の被害

者が出, 9万 5000人 が死亡するという極め

て強力な武器になる。

実は,冒 頭に述べたように 「満州731部隊J

が炭喧菌を使った細菌爆弾を開発した。熱に

強い炭遠菌の特性を生かし,糟 散弾というパ

チンコ玉のような球が入った爆弾を利用し,

その球に菌をまぶした兵器だった。爆発する

と,パ チンコ玉が飛び散 り,そ の玉で傷つい

た人は,そ の傷から菌が体内に入 り,感 染さ

せるという仕掛けだった。

この石井部隊の資料は,敗 戦と同時にソ連

及び米軍にわたり,ソ 連はウラル山脈に近い

スヴェル ドロフスクロ町で最大級の生物兵器

工場を建設,そ の後国内40カ所に生物兵器

の実験,製 造工場を建設 したのだ。ソ連が生

物兵器にかけた軍事費は膨大だった。

1942年から米国も生物兵器の開発を始め,

冷戦時代の両国でその製造と改良はしのぎを

削ったものと思う。1977年,ソ 連で化学工場

の炭喧菌が外部に漏出する事態がおこり,多

くの死者が出た。米国の資料ではその死者は

1000人にのほったという。

ソ連崩壊後,そ の技術はイラクを含む中東

話回に伝わったといわれ,1992年 の湾岸戦争

の時,イ ラクによる生物兵器の使用が懸念さ

れ,イ ラクに上陸した米軍兵士は炭喧菌の予

防接種を接種 したといわれる。

自然界で炭遠菌は,iと して土壌中に存在

し, ヒツジ,ヤ ギ,ウ シ,ウ マなどの車食動

物に感染 し,感 染した動物の排泄物から人に

も感染する。人から人への感染はないので,

都会で発生 したら,そ れは生物兵器として使

用されたと考えた方が妥当。

(平成24年 3月 10日)

10)黒 死病―ペス ト

中世, ヨーロッパで約4000万 人の命を奪

ったペス ト (黒死病)。日本では1929年,横

浜港近 くで 8人 の感染を確認 した後は,幸 い

にも姿を消 した。 しかし,今 でも世界で数万

人が感染 し,約 200人が毎年死亡している。

ペストは,野 ウサギや野ネズミを吸血する

ノミが,通 りかかった人を吸血することで感

染する。特に,ア フリカの山岳や森林地帯,

ヒマラヤ周辺,東 南アジアの熱帯雨林地帯,

中国大陸の草原地帯,ア ラビアからカスピ海

地帯,ロ ッキー山脈周辺,ア ンデス山脈周辺

や南米北西部の密林地帯などが危険地帯であ

る。

吸血後,所 属リンパ節が腫脹 し,突 然の発

熱,悪 寒,頭 痛で始まり,骨 髄炎,肺 炎,敗

血症を引き起こす。中でも,肺 炎 (肺ペス ト)

では咳の飛添感染に含まれたペス ト菌が,周

囲の人にも感染 し,多 くの人が犠牲 となる。

生物兵器として製造保存されており,油 断で

きない。

発症 2～ 3日 後,皮 膚に 「紫がかった黒い

出血斑J力 Sあらわれ,死 体が青黒 く見える。

これが 「黒死病」の出来である。

歴史上, 3回 のペス トパンデミックがあっ

た。最初の流行は,ベ ストの常在地インドと

中国の国境近 くのヒマラヤ地帯で,通 商路を

移動する人とともに東ローマ帝国に入ったも

のと考えられる。紀元542年, 1日 1万 人以

上が死亡したという。その後,イ タリアから

フランスに入り約 1億 人の人を殺したが,い

つの問にか消失。

モロッコ生 まれのアブー ・アブ ドゥッラ
ー ・イブン ・バツーダー (1304～ 1377年 )

は,21歳 (1325年)で ,故 郷 タンジュール

から4800km離 れたメッカ巡礼へ と旅立ち,

その後アジア,ア フリカ, ヨーロッパの 3大

陸を股にかける大冒険をした,青 年が旅した

経路は,12万 kmに 及ぶものだった。すべて

キャラバン隊 と移動 したらしい。彼の著書

「3大 陸周遊記Jに よると,彼 自身,種 々な
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病気をした。大冒険家も 「病」には勝てなか

ったのである。しかし,彼 はモロッコヘの帰

路,1348年 中近東地域でペス トのパンデミッ

クと道遇,カ イロ市内で毎 日2万 1000人が

亡 くなったと伝えた。 しかし,彼 自身はかか

らなかった。恐 らく,イ ンド南部のマ ドウラ

の町で,一 度高熱のあと危篤状態になった

「熱病」が,ペ ス トだったと思 う。その時,

免疫を得ていて,ペ ス トの再感染を免れたの

である。

イブン ・バツーダが日にしたパンデミック

は,イ スラム南部の通商路沿いに始まった。

この原因は,カ タールの軍隊が,「黒死病で

死んだ遺体」を感染流行 日的としてカクア

(現ウクライナ)市 内にばら撒いたのだ。ま

さに遺体を 「生物兵器」に用いたことになる。

1860年には,中 国雲南省から香港にも南下

し,船 に乗ったネズミが世界中にペス トをば

ら撒いた。

1994年4月 ,イ ンド西部人口250万人のス

ーラト市で肺ペス トが大流行。数週間のうち

に,2500人 が発病 し,50人 が死亡 した。初

めは,ノ ミによる吸血感染だが,感 染後に空

気感染で広がるので,瞬 く間にインドの各都

市に流行拡大 した。これは,交 通手段の発達

により,飛 行機や列車で運ばれたのである。

しばらく,大 混乱を巻き起こしたインドのペ

ス トパンデ ミックは,発 病者の隔離 と,抗 生

剤の投与, ネズミの殺処分などで,数 力月で

消失 した。

今やペス トには,ス トレプ トマイシン,テ

トラサイクリンなどの有効な抗生物質があ

る。重症の肺ペス トでも,早 期に抗生剤の治

療で有効である。

しかし,広 大なアメリカの回立公周にいる

野ウサギや,プ レーリー ドッグなどが高率に

ペス ト菌を保有 していることがわかってい

る。石井部隊が,実 験的に使用 したのが,

「ペス ト菌爆弾」だったことは忘れないで欲

しい。

実験室で感染したり,バ イオテロに遭遇し

(平成24年3月10日)

た人には早期に抗生剤の服用が必要である。

11)地 球から消えた (?)一 天然痘

「天然痘」は, もともとインドの風土病だ

った。インドの仏典に天然痘の記録があ り,

それが西に移動 して,エ ジプ トで流行。エジ

プ ト第20王朝のラムセス 5世 のミイラの顔

は,天 然痘の 「あばた顔」だった。

11世紀から13世紀にかけての十字軍の遠

征に伴って,天 然痘はヨーロッパでも流行。

インドから中国にも入 り,日 本でも 「疏豆清」

として流行し,長 いこと日本人を苦 しめた。

1950年代,5000万 人もの息者がいて,そ

の対策は遅々として進まなかったが,1967年,

地球から天然痘を撲減 しようと,WHOの 壮

大な根絶計画が始められた。当時,常 在流行

国は33カ 国,地 道 な活動が効果 をあげ,

1976年には,ア フリカのケニア,ソ マリア,

エチオピアの三角地常に追いつめることに成

功。この根絶計画の指揮をとったのが, 日本

人の蟻田功博士だった。

丁度,1979年 ,外 務省からケニア日本国大

使館の医務官として赴任 していた私は,こ の

天然痘撲減の人海戦術のお手伝いをした。隠

れている天然痘患者を探 し出すのに,天 然痘

特有の 「あばた顔」の人を見つけ,政 府に通

報 したら, 1人 につ き1000ドルの懸賞金を

出す という張 り紙があちこちに貼 られてい

た。1000ドルといえば,ケ ニア人が 10年間

食べていけるお金だった。全 く人権を無視し

た方針にシヨックを受けたものだが,考 えて

|■欝Ⅲ率轡舞■攀響舞ⅢⅢ
締査1聯換苺1濠|→1鞄藤練すやすギ苺車11

捧抑韓控"韓禅森陣|ギドギ
競増強鵜蟻1線r韓■■■|■|
競車Ⅲ志:1隷鶏 1慕■■■|||

「あばた顔」見つけた人に1000ドルの張り紙
1970年代後半,アフリカ中に流れた,まさにWANTED
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みると,な るほどと納得 もした。この戦いの

中で,ワ クチ ンの効果は極めて大 きかった。

この天然痘ウイルスが 「ヒトからヒトヘ」し

か感染 しないことがわか り,「息者 と接触 し

た人を探 しては,次 々とワクチンを接種 して

いく」 という,極 めて理論的な人海戦術がと

られ,わ ずか (?)10年 間で撲減しえたので

ある。

1979年,ケ ニアのナイロビで,28階 建て

の高層ビルの隣, とんが り帽子の国際会議場

で,天 然痘撲減宣言が発せられた。この会議

に出席 した日本人医師は,蟻 田功 (WHO),

林薫 (長崎大学熱帯医学研究所),そ れに私

の 3人 だけだった。後にSARSで も功績をあ

げたヘンダーソン博士 (WHO)の 勝ち誇っ

た顔が,印 象的だつた。

「炭喧菌」と並んで,生 物兵器の恐怖の的

となっているのが,こ の 「天然痘ウイルス」

である。その理由は, 1人 の感染者は20～

30人に感染するので,あっという間に数千人,

数万人の人に感染する。特に,1975年 以降の

人は,種 痘ワクチンをしていないので,す ぐ

に感染する。空気感染するので,空 中に散布

されると人はすぐに感染する。アンソニー ・

T・ ツウ博士によると, もし,ア メリカ大陸

に散布すると,最 初に3000人規模の感染者

が出, 3カ 月のうちに300万人に感染が広が

り,う ち100万人は死亡するという。

1796年,エ ドワー ド・ジュンナーが,極 痘

を開発 し,そ れを少年に接種 してその有効性

が証明されたのは有名な話。その後,改 良が

加えられたが,そ れでも10万人に 1人 の害J

合で副作用 として脳炎が出た。 日本では,

1956年以降新しい発病がみられなかったこと

と,種 痘痕の訴訟問題があり,1976年 極痘の

接種は中止となった。撲減宣言後,種 痘ワク

チンはWHOの 指示により,ソ ビエ トと米国

の研究所に 3億 人分保存されたが,テ ロ支援

国家が ミサイルの弾頭に装備散布すれば,大

変な悲劇が起こることが予想される。テロの

リスクが高まっているこの時代,ま さに 「み

(平成24年 3月 10日)

えない脅威」は存在するのだ。

天然痘の症状は次のようにしておこる。ま

ず, 2・ 3日 後の発熱・頭痛,腰 痛,関 節痛

の後,天 然痘特有の発疹が,紅 斑,丘 疹,水

疱疹,膿 疱疹と規則正 しく7日 間くらいの間

に全身に現れる。その後,膿 疱疹は乾燥 しは

じめ,発 疹発生後14日間の後には,乾 燥 し

た加皮が皮膚から落ち始める。

発疹発生後 5日 か ら12日 の間に10人 に

2・ 3人 は死ぬが,も し生き残れば 3週 間で

膿疱は乾いて痴皮となり,皮 膚から落ちてし

まう。このあと顔面には,月 の噴火日のよう

な斑痕 (あばた)が 残る。

近代の医学の進展にもかかわらず,こ の病

気に治療法はない。

12)人 類を減ぼす―エイズ

私が,外 務省の医務官としてアフリカのケ

ニアに赴任 した1979年春。突然ニューヨー

クに 「エイズ」が登場 した。当初,「アフリ

カ発症説」力S流れた。アフリカの風土病が流

出したと言うのだ。たまたま,皮 膚癌の一種

「カボジ肉腫Jの 研究でケニア入 りした板倉

英世教授 (長崎大学熱帯医学研究所)に 会う

機会があった。もともと,「カボジ肉腫」は,

1872年ハンガリーのモーリッツ ・カボジ医師

が 「皮膚病変肉腫」として報告したもの。こ

の肉腫は,中 央アフリカの風土病で 「カボ

ジ ・ベル ト」と称される限られた地域に発症

する 「特殊な風土病」だという。エイズウイ

ルスが原因だとすれば,そ れこそもっと多 く

の人々が発症 し,爆 発的に流行していたはず

アフリカの角地域の人海戦術中 (1979年)

道なき道を行く
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だと思う。

「アフリカ猿から人への感染説」も流れた。

アフリカにいた私は,い ずれも信 じられなか

った。そんな私の疑間に答えたのは,東 ドイ

ツ,フ ンボルト大学名誉教授ヤコブ ・ゼーガ

ル博士の 「悪魔の遺伝子操作による」,「エイ

ズは米国の微生物兵器」, という説だった。

博士によると,423人 の受刑者が 「新型ウ

イルス」を接種され,ほ とんどの人は微熱が

出たが, 2週 間で消失。それでも, 4人 が死

亡 したという。この人体実験で,生 き残った

者は,釈 放するという条件だったことから,

多 くの受刑者が接種を希望 し,そ して症状が

出る前に市中に解放された。

この新 しいウイルス,「エイズ」は人体実

験にて 「毒性が弱 く,軍 事利用には適さない」

と判断されたものの,実 は潜伏期間が相当長

かったのだ。発病する前に無罪放免になった

囚人たちは,ニ ューヨーク市にたむろした。

彼 らは,長 い収容所生活で同性愛を身につ

けていたことから,こ の新 しいウイルスは,

ニューヨーク市の同性愛者の間で広がった。

当初,エ イズ息者のほとんどが男性であっ

たことは,こ の説を裏付ける。ニューヨーク

ではびこる麻薬を通 じても広が り,あ っとい

う間に全世界にも広がった。アフリカ人最初

のエイズ息者が発見されたのは,1982年 だっ

た。エイズウイルスは,突 然変異率が極めて

高い。エイズウイルスの遺伝子配列は,こ れ

まで発見されている狂羊病のビスナウイルス

に似ている。いつの日か,こ のビスナウイル

スからエイズウイルスが分離 したとも考えら

れるが,こ の分離が人為的になされたと考え

た方が理解 しやすい。

その後,ゼ ーガル博士はエイズウイルスか

らヒ トT綱 胞白血病ウイルスの遺伝子と類似

する領域があることを発見し,エ イズウイル

スはビスナウイルスと白血病ウイルスを結合

させた遺伝子操作の産物であると言った。

「絶対に自然に発生するものではないJ。とい

うのが,彼 の主張である。

(平成24年3月10日)

このように,エ イズが人工的に操作された

産物であるという説に,ま っこうから反論す

る学者はいない。エイズはまさに 「悪魔の仕

業」による産物なのだと思う。

エイズは,そ の後サハラ以前のアフリカ大

陸に入 り,そ れこそ爆発的に大流行。多くの

村落や町が感染の波に飲み込まれ,集 落の絶

減が相次いだ。残されたエイズ孤児も,い ず

れ死の道をたどる運命が待っている。以前,

平和だったケニアの首都ナイロビ市内でも,

ナイロビ大学生の間に流行し,深 刻な時代に

なっている。

そこにきて,サ ル免疫不全ウイルス (SIV)

の存在が明らかにされ,特 にアフリカミドリ

ザルから,他 の猿への感染,そ して人への感

染も認められた。そうなると,当 初の猿から

の感染説はあり得る訳だが,1979年 発祥との

タイムラグは解説出来ない。

国連合同エイズ計画 (UNAIDS)に よれば,

2011年世界で3330万人のエイズウイルス感

染者のうち,約 70%の 2250万人がサハラ砂

漠以南のアフリカ大陸に住んでいる。かつて

マラリアがアフリカ人の人口を減らしていた

病魔だったが,今 やエイズが取って代わった

ことになる。

日本では,そ れこそ 「薬害エイズ」が問題

となった。ウイルスの殺菌処置の熱処置がさ

れなかった,エ イズウイルスを含んだ血波裂

剤が血友病に輸血されていたのだ。発症まで

の潜伏期間が長いため,気 がついた時は,エ

イズの症状が始まっていた。

1986年すでに開業していた私は,墨 東病院

の根岸昌功博士を呼び,エ イズ講演会 (神奈

川新聞主催)を 開催 し,一 般市民への教育講

演を企画した。幸い,薬 害エイズを除 くと,

日本でのエイズ流行は極めて少ない。

日本人の清潔思考が,そ の理由だと考えて

いる。

13)常 識をこえたプリオン病―狂牛病

「牛がヘナヘナと倒れ込む」,「その牛の脳

はスポンジのようにスカスカだったJ。この

88
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衝撃的なニュースが流れたのは,2001年のこ

とである。千葉県臼井市の牛は,狂 牛病。東

アジアで最初の発生だった。

恐怖の始まりは,イ ギリス,ウ エス トサセ

ックス州の ミッドファース トという辺ぴな村

だった。1984年12月から85年の 4月 にかけ

て,酪 農家ピーター ・ステント氏の農場で,

体重600kgもある乳牛が,そ れこそ 「酔っ払

いのようによろけ,バランスを崩 して倒れる。

ちゃんと歩けない」180頭のうち,10頭 あま

りがこの奇病に取 りつかれたのだ。この病牛

をみた獣医は首をかしげ,州 立の獣医研究所

に牛を送ったが,原 因がわからないまま放置

された。

そうこうするうち,1986年ケント州で同じ

ような牛が現れた。2000年秋になって,イ ギ

リス政府は 「牛海綿状脳症」通称 「狂牛病」

の発生を報 じた。それ以来,感 染牛はイギリ

ス全上におよび1994年には,実 に13万7000

頭にも達していた。

原因は,牛 に与える飼料だという。ずっと

昔から 「スクレイピー」という羊の 「震え病」

があった。このスクレイピーにかかった羊を

殺処分し,そ の 「肉骨粉」を家畜の飼料にし

ていたのである。それが,ど うも怪 しいとい

う説だった。「牧革や トウモロコシなどの穀

物以外に,こ の動物性飼料 (肉骨粉)を 与え

たのが原因」。そして,人 には 「感染しないJ

「心配ない」「牛肉は食べても安全」と主張 し

ていた,イ ギリス政府は,1995年 ,ク ロイツ

フェル ト・ヤコブ病 (C」D)で 死亡した10代

の少年の脳を病理解剖し,仰 天した。

イギリスの病理学者,ジ ェームス ・アイア

ンサンド博士は,大 きなアミロイ ド斑と,こ

れを取 り囲むスポンジ状の孔を発見。通常の

CJDで は,み られない所見だった。どちらか

と言えば,C」Dよ り牛の海綿状脳症に似てい

ることか ら,1996年 3月 イギリス政府は,

「新型のC」D。 年から人に感染する病原体は

ウイルスでなく,プ リオンという蜜白質」と

発表。イギリスは大混乱し,世 界に衝撃が走

(平成24年 3月 10日)

った。

「プリオン」は,核 酸遺伝子をもたない,

感染性蛋白質で,ア メリカの神経学者スタン

リー ・プルシナー博士が, ヒツジのスクレピ

ーの研究で発表 し,こ の研究でノーベル賞を

受けた。

「感染源は牛,病 原体はプリオン」,「この

プリオンが正常のタンパク質を崩壊する。」

今 までの常識を超えた病原体が出現 したの

だ。その原因は,一 体何なのだ !1

イギリスでは1970年代に,牧 畜業者はス

クレイピーで死んだ羊の死骸を焼却処分にし

たのではなく, トラックで骨肉粉製造工場に

運んだのだ。そこは, ヒッソリと身をひそめ

て建てられた工場で,人 は 「沈黙の工場」と

吉った。時飾柄,家 畜飼料製造所として急成

長 し,1988年 には40工場に及んだ。車には

ねられて死んだ犬,猫 , タヌキなど何万とい

う死肉も原料なので,一 般の飼料より価格が

安かった。死肉は,高 温減菌 され,「油脂」

と 「骨粉」に分別され,年 間130万 トンもの

死肉が処理されていた。今や家畜飼料だけで

なく,ペ ットフー ドや油脂から化粧品, ドリ

ンク剤,ゼ ラチン,医 薬品なども製造される

ようになったっ

1997年,厚 生省がプリオンが混入している

として,m波 製剤を急還回収したことは記憶

に新 しい。プリオンが教えてくれた恐るべき

「沈黙の工場」は,ま さに悪魔の工場である。

日本では,食 肉用の年については,全 頭検

査が実施されているが,米 国などの外圧に屈

し,「異常プリオンが蓄積されない生後24カ

月以下の牛は検査 しない」ことで政治決着。

今後,こ の判断が正 しいのかどうか,恐 ろし

い予感もするが,正 しいサーベランスは必要

である。 (つづ く)

「悪魔の感染症」平成23年 12月 21日 出版

(悠飛社)

本誌には,少 し内容を充実させて掲載して

います。
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悪 魔 の 感 染 症 (3)

14)熱 帯の殺人ウイルス

ラッサ熱

「悲濠Jの幕開けJ「相次 ぐ死」で始 まる

『熱病――殺人ウイルスとの1700日の死闘』の

生々しい記録は1976年す ぐ邦訳 され (ジョ

ン ・G・ フラー著,宮 祐二訳,立 風書房)‐

広 く在留邦人,特 にアフリカ在住邦人の恐1布

をあおったものである。当時,私 はアルジェ

リアの内陸都市エルアスナムの日系企業の工

事現場の小さな診療所にいたため,い ち早 く

その情報を得,衛 生管理者ともども,シ ョッ

クを受けた記憶がある。

偉大な伝道医師の妻ローラ ・ワインの命を

奪った熱病,そ の原因は不明だった。その環

境は,毒 蛇やサソリに絶えず気を配 り,ほ ん

の 1週 間でも抗マラリア剤の服用を怠れば,

まちがいなくマラリアに倒れるという熱帯で

も非常に厳 しいところだった。ローラ ・ワイ

ンの最初の自党症状は,背 中の激 しい痛みだ

った。そのうち,喉 の奥に黄色い潰瘍が生じ,

発熱があり,出 血斑があらわれだした。彼女

を診断していたハマー医師は出血斑を見て,

「ひょっとすると,こ れは手ごわいある種の

ウイルス病ではないか」と憂慮した。彼女の

容態は急速に悪化 したため,ハ マー医師は,

ナイジェリア中央のジョスのスーダン・ミッ

ション病院に,彼 女を空輸することに決定ゃ

それはす ぐに実行された.そ の時すでに彼女

は,重 篤な腎不全で腎機能は停止 していたと

記録されている。

この病気が,後 に彼女の看護にあたった 2

足柄上医師会 大 利 昌 久

人の看護婦に感染,う ち 1人の命を,さ らに,

遺体の検査,研 究にあたった 2人 の研究者に

も感染,う ち 1人 の命を奪ったのである。こ

れが一躍,「殺人ウイルス」 として世界中に

知れわたった 「ラッサ熱」の初舞台であった。

この事件は1969年,ナ イジェリア北東部,

ラッサの伝道病院で発生 したもので,そ の地

名にちなみ 「ラッサ熱」と呼ばれるようにな

った。のちの血清疫学的調査で,本 症がかな

り以前から西アフリカを中心とするアフリカ

諸国の現地人の間には存在していたことが示

唆され,ま た少なくともナイジェリアでは

1952年に本症を思わせる疾患が流行したと指

摘されている⑥

その後,1970年 ,ロ ーラ 。ワインの収容さ

れたジェス病院で,第 2波 のラッサ熱の流行

があり,ま た少し時期が遅れてシェラレオネ

でも流行。専門家の資料によるとジェスとボ

ム (ナイジェリア)で 28人発病,13人 死亡,

死亡率46%,バ ングスとトンゴ (シェラレ

オネ)で 63人 発病,24人 死亡,死 亡率は

38%と 高率であった。その後もリベリア,ナ

イジェリア, シェラレオネを中心にラッサ熱

が発生,多 くの死亡者を出した。死亡率の高

さは 『熱病』の著者っジョン・G・ フラー氏

の表現 どお り,「殺人ウイルスJに ふさわし

いものであるっ

なお,ラ ッサ熱ウイルス抗体陽性者は, リ

ベリア,ナ イジェリア,シ ェラレオネ以外に

も,マ リ,セ ネガル,ギ ニア, コー トジボア
ール,中 央アフリカ共和国,ザ イールからも
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発見されている。これらの陽性者は,ア フリ

カの奥地で活躍する宗教関係者のシスター,

神父らであり,陽 性者という意味は,ラ ッサ

熱に知らず して罹病 した経験があることを物

語るものである。

その後の研究で,ラ ッサ熱ウイルスは, リ

ンパ球性脈絡髄膜炎,ボ リビア出ml熱,ア ル

ゼンチン出血熱等とともに「アレナウイルスJ

に属することが明らかになった。これらのウ

イルスは従来知 られている黄熱,デ ング熱,

デング性出血熱, 日本脳炎などの節足動物

(蚊など)に より媒介される 「アルボウイル

ス」 とは, まったく違うタイプのウイルス群

なのである。

事実,ラ ッサウイルスを蚊の細胞に培養し

ても培養できない。つまり,「蚊による媒介

性の感染症でないJこ とを示すものである。

アレナウイルスはネズミなどの蓄歯類がキャ

リアとして保有しているので,こ の類の小動

物が人への感染源であると考えられる。

ラッサ熱は 7～ 10日の潜伏期のあと,頭

痛発熱ゃ悪寒,明 頭炎,喉 ,下 痢,胸 痛,腹

痛などの初発症状で始まる。とくに強い脱力

感が本症の特徴である。熱はけい留性のこと

も弛張性のこともあるが,徐 々に高 くなり,

高熱が持続する。ついで,日 腔l因頭の潰場,

リンパ節腫帳,結 膜炎,顔 面頚部腫帳なども

みられ,重 篤化すると,出 血性素因,胸 水貯

留,心 不全,腎 不全などをきたし,脳 症状 も

あらわれ,意 識障害やショックに陥る。検査

所見では,自 血球減少,血 小板減少,プ ロト

ロンビンおよび凝回時間の延長がみられ,尿

蛋白,沈 澄異常などもみられ,腎 機能不全の

諸異常が認められる。特に病初の白血球減少

はほとんど常に認められる。

ラッサ熱の流行が世界に知れわたった当

時,ナ イジェリア大学病理学教室に専門家と

して派遣されていた日本人医師,佐 藤喜一博

士は,オ ニッチャ郊外での流行時,死 亡した

若い ドイツ人医師の剖検を行っているもそれ

(平成24年4月10日)

は世界でも第 5番 目の剖検例で,1974年 2月

25日のことだった。

剖検所兄として,ウ イルスによる脳炎,脳

膜炎,肝 炎,腎 炎などが認められ,肝 臓の巣

状壊死が認められたとある。胸水,腹 水から

は,の ちにイバダン大学ウイルス研究所から

ラッサウイルスが検出された。この若き医師

の命を奪ったラッサ熱は,彼 が勤務 していた

ボロミヤ病院に入院してきた 9歳 のアフリカ

人から感染したといわれている。アフリカの

病院では,設 備の整った隔離伝染病棟はまっ

たくないので,あ る日ひよっこり入院してき

た息者が院内感染を引 き起こす例は限 りな

マールブルグ病

この死亡率の高い 「ラッサ熱」に似た多 く

のウイルス性出血熱の疾患がアフリカには常

在している。このナイジェリアでの事件の 2

年前,1967年 の夏,西 ドイツとユーゴスラビ

アで発生した奇病もその一つである。この奇

病は,ウ ガンダより実験動物として輸入した

ミドリザルが汚染源だった。西 ドイツ (マー

ルブルグ,フ ランクフル ト)お よびユーゴス

ラビア (ベオグラー ド)の ポリオ生ワクチン

製造施設で,ポ リオウイルス培養用のミドリ

ザルの腎臓 を摘出 した従業員 とその接触者

に,発 熱を伴う急性の出血症状 (吐血,下 血,

喀血,鼻 出血,歯 肉出血など)が 発生。マー

ルブルグで23人 , フランクフル トで 6人 ,

ベオグラー ドで 2人 ,計 31人が発病 し,マ
ールブルグ, フランクフルトで 7人 の死亡者

が出た。

発病の経過を分析 してみると,最 初にミド

リザルの腎臓を扱った者の中から25人が発

病 (第一次感染者), 7人 が死亡。 さらに,

最初の息者群の希護 ・治療にあたった医療関

係者のうち医師 2人 ,看 護婦 1人 ,病 理助手

1人 その他,看 病 していた妻 1人 の計 5人 が

院内感染。他方,回復思者との性交によって,

その妻にも感染者が出たものの,こ れらの第
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2次 感染者からは 1人 の死亡者も出なかった

のが特徴である。

その後,1975年 ,南 ローデシア (ジンバブ

エ)か ら南アフリカ共和国に入ったオース ト

ラリア人が発病 し,入 院中のヨハネスブルグ

病院にて入院 4日 日に死亡。その同行者と,

彼の看護 した看護婦 1人 が発病 し,大 騒 ぎに

なった。幸い両人の命はとりとめたものの,

3人 ともウイルス学的検査でマールブルグウ

イルスが検出され,マ ールブルグ病の第 2の

事件として記録されている。

この後,1980年 。こともあろうに私が駐在

していたケエアの首都ナイロビで 「第 3の マ

ールブルグ病」騒ぎの事件が発生した。

1980年 1月 15日 , ウガンダ領側に近いサ

バンナ地域,ケ エア西部カカメガ在住のフラ

ンス人が発熱を伴う背痛,筋 肉痛を自覚 し,

下痢,嘔 吐,発 疹の症状 もあらわれ,ナ イロ

ビ病院に収容された。入院当時,す でに重篤

な出血がみられ,注 射針の刺 し傷からも出血

するという最悪な事態であり,入 院わずか 6

時間後に死亡した。病理解剖所見で,肝 臓の

広範な壊死が認められた。その時は重篤化し

た原因不明のウイルス病ということで一旦落

ち着いたものの,そ れか ら10日 ほど後, こ

の息者の"当 医が高熟に筋肉痛,関 節痛,日

の渇きなどがあらわれ,激 しい頭痛と黄疸が

みられるにいたり大騒 ぎとなった。

同僚の医師や病理学者は,そ の担当医師が

仏人息者と同じく悲劇的な死を遂げるものと

絶望に陥ったという。ナイロビ病院のウイル

ス専門医のウガンダ人医師は,こ の 2人 の経

過をみて,す ぐにマールブルグ病の疑いを抱

き,検 体を米国,CDC(疾 病コントロールセ

ンター)に 送付すると同時に,南 アフリカと

西 ドイツからウイルス専門医を招聘 し,本 格

的な調査に入った。続いて 1月 26日 ,最 初

のフランス人息者の看護にあたった看護婦が

筋肉痛,咽 頭炎,悪 心,嘔 電土に発熱を伴い,

発病 5日 目に紅斑性発疹が出現 し,本 症例も

(平成24年 4月 10日 )

2次 感染の疑いがもたれ,ま た同時に,検 査

技師らにも同様な症状があらわれることにな

り,病 院内はパニックに陥った。

この頃,送 付検体からマールブルグウイル

スが検出された旨の報告が,米 国,CDCか

ら入 り,私 も急還外務省に 「マールブルグ病

発生」の情報を緊急打電するとともに,ナ イ

ロビ病院の医師と接触 し,事 実調査に乗 り出

した。マールブルグ病発生の報は,信 じがた

い速さでナイロビ在留邦人の知るところとな

り,私の医務室の電話は鳴りっぱなしだった。

ナイロビ病院は日頃から私が日本人息者を送

っていたナイロビ最良の病院であり, 日常的

に日本人に関係の深いところだったからであ

る。この事件の渦中, 日本人息者をナイロビ

病院から,ア ガカーン病院に振 り分けるだけ

でも,私 にとって,大 変な激務だった。

この問,120人 にのぼる医療従事者,接 触

者が隔離され,息者との接触の程度によって,

いくつかに区分けされ,特 に濃厚接触者は厳

重に隔離され,検 疫が実施された。その結果,

約 10人の擬似マールブルグ病患者を出した

ものの,マ ールブルグウイルスはそれ以上検

出されず,幸 い死者も出なかった。

マールブルグ病は, ミドリザルから最初に

感染したので,「Green Monkey Disease」と

も呼ばれている。この感染源のミドリザルは,

中部アフリカに分布 しているといわれ, ウガ

ンダのキューガ湖周辺のミドリザルについて

の検疫が実施されたことがある。その時の調

査では,「キューガ湖周辺のミドリザルには

なんらマールブルグ病感染の兆しもなく,ま

た, ミドリザルの捕獲人のだれひとりとして

発病者はみられなかった」という不思議な結

果に終わった。 しかし,数 種のサルヘの感染

実験では,確 実に人間と同じ致命的な症状を

示すことが認められた。

顕微鏡による検索で,当 初 ミドリザルの腎

臓にミミズ状の形態をした,「スピロヘータ
ー様の病原体J力S発見されたが,実 はこれが
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マールブルグ病のウイルスの本体であった。

このように嬬虫様の大型ウイルスは他に類が

ない。

新種のウイルス 。エボラ出血熱

1975年,南 アフリカ共和国のヨハネスブル

グでマールブルグ病息者が死亡した。翌年の

1976年 7月 から11月にかけて,ア フリカの

スーダン南部とザイール北部の 2つ の地域で

「出血性熱病Jが 大流行 した。ほぼ同時期に

突然ふってわいたように流行 した出血熱は,

両地が約 1000kmも離れているので偶然時期

は重なったものの,お そらく初発忠者はそれ

ぞれの地で別々に発生 したと考えられてい

た。 しかし,詳 細な疫学調査でスーダンから

もたらされたことがわかった。この出血熱の

情報を得た外務省は,ブ リュッセルのアント

ワープ熱帯医学研究所の意見に従い,こ の流

行性熱病がラッサ熱の疑いがあるとし,「ラ

ッサ熱発生に関する調査」の緊急指示をザイ
ール,ケ ニア,ス ーダン,中 央アフリカ,ベ

ルギーの在日大使館あて打電した。

「前略……わが国としてもその伝染に多大

の関心を払っているところ,在 留邦人ならび

に今後同地域に赴任する邦人に対する対策な

らびにわが回入国者に対する対策上必要なた

め,貴 地における本件伝染病に関する情報を

しかるべ く入手のうえ,遂 次Fl電ありたい。

なお,ケ エアにあってはスーダンとの国境閉

鎖の事実関係につき調査ありたい」。

このように外務省の 「出血熱」に対する関

心の高さは,そ の対応ぶりからみて,評 価す

べ き もので あ る。 ケエ アの現 地新 聞 も

「Mystery Disease」として大々的に報道,ケ

ニア政府はケニアとスーダンの回境をただち

に閉鎖 し,医 薬品にかかわる貿易以外はすべ

て これを禁JLする とともに,政 府お よび

WIIOの 専門医を急派 し,そ の実情を調査。

息者検体を米国に送付 し,検 査を直ちに依頼

するという手早さだった。 しかし本症は後述

するようにラッサ熱ではなく,「エボラ出血

熱」という別の出血熱だった。

スーダン南部での初発息者は,西 赤道州の

ヌザラという製綿工場で発生した。その患者

は1976年 6月 27日発病 し7月 6日 に死亡。

ついで同月に7人 が発病, 3人 死亡。 8月 に

21人発病,14人 死亡という事態になり,わ

ずか人口 2万 余りの小さな町ヌザラは,「殺

人ウイルス」の恐怖にさらされた。また同月,

ヌザラより約80km束 方のマリジの町にヌザ

ラか らの思者が入院 し,同 月17日 に死亡。

その後,こ の思者を感染源として実に212人

の発病者を出し,115人 の死亡者を出したの

である。さらにその他,ヌ ザラか ら160km

北 方のテンブラに帰った思者がその地で死

亡。看護にあたった家族が発病,い ずれも死

亡するという悲惨なありさまだった。

結局,こ の時の流行で300人発病,151人

の死亡者が出た。なんと2人 に 1人 の割合で

死亡したことになり,殺 人ウイルスの恐ろし

さを実証した大流行だった。

この発病者の中には,不 幸にも76人の医

療従事者が含まれ,41人もの死亡者を出した。

ザイール北部の流行も,典 型的な熱帯雨林帯

に属する地域・ブルバ州のヤムブクで発生 し

た。この地方はザイール川の中程にあり,人

口5000人以 下の村が散在 しているところで

ある。流行はこのうちヤムブクを中心とする

半径約70kmの 範囲に多発,250村 中,少 な

くとも55村で思者が出たという。初発患者

は胃腸出血のため,ヤ ムブクの宗教関係病院

で 9月 8日 に死亡 した。これをかわきりに,

宗教関係病院職員17人中13人が発病,11人

が死亡するという悲濠Jが起きた。

この流行の原因は,汚 染された注射針を介

して広 く伝染されたといわれる。当病院では,

注射器の消毒が完全でなく,湯 を通すだけで

終日使用していたという。もともとは, スー

ダン南部のヌザラで罹病した息者が,当 地の

病院を訪れ,注 射を受け,そ の汚染された注

射針が多くの病院受診者へ感染,病 院職員に
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も広がったものといえる。

このザイール北部での流行は,結 局237人

発病 して211人が死亡するというまったく悲

惨 な死亡率 を記録 した。死亡率 はなん と

90%で ある。

本症はそれぞれの地域に派遣された医師団

の疫学調査と防疫処理の努力で,11月 には流

行の終わりをみた。その後,西 ドイツと南ア

フリカ共和国で,忌 者の血液からマールブル

グウイルス類似の大型のフイラメント様のウ

イルスが発見された。諸々の検査で,マ ール

ブルグウイルスには類似ではあるが,免 疫血

清学的には果なることが実証され,新 種 と認

め られ,「エボラウイルス」 と命名された。

本症のことを 「エボラ出血熱」という。

この 2地 域での流行があった 2年 後の1979

年,再 びスーダン南部で顎似息者69人 ,発

病者33人 ,死 亡者22人 の流行があった。初

発息者は先の流行 と同じく,ヌ ザラの出身だ

といわれる。従来のスーダン・ザイールでの

現地人を対象 とする血清抗体の調査では,両

国にエボラ出血熱が常在する可能性を示唆す

る資料が得 られてお り,今 後とも,細 心の注

意が必要といえる。

「ラッサ熱」,「マールブルグ病」,「エボラ

出血熱」のような新しい熱帯のウイルス病は,

感染力も高く,死 亡率も高いため,熱 帯の奥

地に潜在するウイルスが,い つの日か驚 くほ

どの速さで私たち文明社会にもたらされる危

険性が充分考えられる(1

なお,エ ボラ出血熱ウイルスは,猿 や洞穴,

雨林などからでなく,「恐 らく生物兵器から

産まれた人エウイルス」という説もあるら

15)中 国発 。新型インフルエンザ

人類は,20世 紀に 「戦争の世紀」 といわれ

るほど,多 くの戦争を経験 した。その戦争で

の死者をはるかに超えたのが,過 去 4回 経験

した新型インフルエンザである。

1918年から1919年にかけて,大 流行 (パ

ンデミック)し た 「スペイン風邪」は,感 染

推定 6億 人におよび,推 定2500～5000万に

およぶ人が亡 くなった。 日本でも2400万 人

が感染し,39万 人が死亡した。

この大流行 した 「スペイン風邪」が航空機

の便が良くなった現在,再 び,今 ,発 生 した

ら,こ の地球上の人口は 1週 間以内に 5～ 6

億人が死亡するとも言われている。そうなる

と,世 界の社会機能は,ほ ぼ完全に破綻する

だろう。これはもう地球の未来を危うくする

疾病の類だ。その後の調査で,こ の新型イン

フルエンザはHlNl型 とわかった。この新型

インフルエンザは,そ の後,イ タリア型に姿

を変え,約 40年続いた。

その後,1957年 から1958年にかけて,「ア

ジア風邪」(H2N2)が 大流行。1957年に中国

で初発し, 6月 には米国にも流行が及び,約

7万 人が亡 くなった。 日本では65万 人がか

かり,5700人が死亡した。このアジア風邪は,

約 11年続いた。

3度 目は,「香港風邪」と呼ばれる新型イ

ンフルエンザ (H3N2)で ,1968年 に香港に

発生 し,年 末には米国にも流行し,約 400万

人が死亡。 日本でも1000人 (13万人感染)

が亡 くなった。その後,H3N2は 1968年以来

35年間も続いた。

4回 日のパンデミックは,1997年 ,香 港で

はじまった。インフルエンザHlNl型 の復活

で,「ソ連風邪」と言われ,約 2000万人が亡

くなった。HユNlは 1977年以来25年以上続き・

少しずつ変異をとげている。

最初の 「スペイン風邪」は,中 国に駐在し

ていた米国人が感染し, ヨーロッパに従軍 し

て発病 し,流 行を広げたといわれるので,こ

れまでのHlNl,H2N2,H3N2な どの 「低病

原性鳥インフルエンザウイルス」の人への感

染のすべてが,「中国発」であったと言える。

さて,20世 紀の末に始まった新型インフル

エンザも,や はり中国から始まった。1997年

12月,香 港新界地区で6500羽のエワ トリが

次々と変死。そのうち,九 龍地区の 3歳 男児
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呼吸不全で,死 にゆくSARS患 者を茫然と見守って

いる医師

2003年には,私 自身SARSの 流行地中国大陸に3回

も入つた

(北京市内地壇病院 2003年 4月)

が発病 し,次 々に 18人 が感染 。 6人 が死亡

した。丁度 ,H3N2香 港風邪 も流行中だった

が,こ の流行は,H5Nl型 の 「強毒性新型ウ

イルス」だった。

この新型ウイルスの出現は,多 くのウイル

ス学者を恐怖におとしいれた。鳥インフルエ

ンザが,鳥 か ら人へ,そ して人か ら人へ,

「種の壁」を超え,直 接感染 した可能性が考

えられたからだ。誕生 したばかりの香港特別

行政政府は,大 英断を下 し, 3日 間で約 160

万羽のニワトリ,ア ヒルなどを殺処分し,流

行を食い止めることに成功 した。

そ して,2003年 ,東 南 アジアを中心に

H5Nl型 がニワ トリの間で大流行 し,2004年

には, 日本にも上陸,感 染拡大はスピー ドを

上げ,ア ジア地域だけでなく,中 国奥地から

シベリア経由で,中 央アジア,カ ザフスタン,

そして トルコ,イ ラク,ル ーマニア, クロア

チア,エ ジプ ト,イ タリア, ドイツ,フ ラン

スにまで飛び,12カロで人への感染があった。

2011年 8月 現在,564人 発病 し,330人 が

死亡した。死亡率は58.5%だった。なかでも,

憂慮すべ き問題は,10歳 から19歳で70%占

めたことだ。これは,幼 児や高齢者がハイリ

(平成24年4月10日)

スクとされる一般のインフルエンザと全 く異

なる。この原因は,H5Nlウ イルスにより誘

導される過剰免疫反応 (サイ トカインス トー

ム)だ といわれる。

これ まで,多 くの回で,H5N lの 他 ,

H5N2,H7Nl,H7N7な どの鳥インフルエン

ザも発生した。すべて致死性の高い 「高病原

性ウイルス」で,ニ ワトリ,ア ヒル,七 面鳥

などに感染し,多 くの家含類が死亡あるいは

殺処分された。その数は,地 球上で数億羽に

達するだろう。

中国奥地には多くの野鳥がおり,ニ ワトリ,

アヒルなどが,そ の近 くで飼われている。中

国最大の塩水湖 (琵琶湖の 6倍 ),(青 海省)

の野鳥に疾病がi替んでいる可能性が高い。中

国では,こ のウイルスのことを湖の名,青 海

湖 (QingHai湖)を 付けて 「QingHtt Virus」

と呼んでいる。2003年 から2004年 の冬に,

H5Nlの 爆発的流行があった時,こ の青海湖

には,200種 類,300万 羽の渡 り鳥が空をお

おうように群れていた。そして,2005年 夏に

は,青 海湖の野鳥からH5Nlが 確認された。

この湖を監視 していた香港大学のチームが,

まるで酔っ払っているかのように左右によろ

めいて歩いている野鳥に気がつき,そ の病気

の野鳥からH5Nlを 検出したのだ。その鳥は,

カモメだった。

中国農務省は2005年 7月 に,こ の青海湖

で野鳥6000羽以 Lが 鳥インフルエンザで死

2003年 4月 ,SARS流 行中の中国から韓国に入つた

が,韓 国では鳥インフルエンザが大流行中だった

死んだニワ トリを手に (左)チ ェック中の係官 (右)

(韓国 2003年 4月 )
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亡,H5 N lが PC R法 で確認 されたと発表 した。

そ して,そ の時期に200名感染 し,12 1名 が

死亡したという (死亡率60%)。 この実情は,

不思議なことに,WHOの 記録に残されてい

ない。中国は,こ の事態に驚き,た またま訪

日中だった呉儀副首相は,小 泉首相との会議

予定を蹴って急に帰国したのだ。実は,靖 回

神社云々で会議を蹴ったのではなかったので

ある。この事件は記憶に新 しい。結局,300

万ものワクチンを緊急配備。この湖周辺の交

通網を強制的に締め出し,と りあえずは外部

への流行は述断できたと発表 した。呉儀副首

相は,2002年 から2003年 に発生 したSARS

の撲減に活躍 し,当 時,厚 生大臣で,敏 腕を

振るった功績がかわれ,副 首相に抜解された

女傑である。

2007年に入っても,中 国の福建省で, トリ

由来インフルエンザが出たことにより, 2月

26日付けで,中 国衛生部検疫総局は 「トリ由

来インフルエンザの伝播防止について」の広

告を流 した。内容は中国への出入回の検疫を

強化するとV うヽもの。

これは,SARSを 克服した中国の厳しい決

断。歓迎すべきことである。そして日中韓 3

カ国の,会 議が 4月 8日 ,ソ ウル市内で開催

され,新 型インフルエンザ発生時に備え,校

疫と診断,治 療薬の開発などの分野で 3カ 回

の協力体制強化がうたわれ,新 型インフルエ

ンザの包囲網が中国を含め,出 来つつある。

16)ブ タ由来インフルエンザ (Hl Nl)

2009年 3月 ,メ キシコ発の新型インフルエ

ンザが発生 した。このウイルスは,過 去のス

ペイン型,香 港型の遺伝子に加え,1997～

1998年に流行した,北 米及びユーラシアから

のブタ遺伝子が混在 している新型だった。当

初,生 物テロウイルスの流出という疑念がも

たれたが,WHOは ,こ れを否定した。

不思議なことに,発 生当初は高校生,そ し

て学童や幼児が中心だったが,次 第に一般の

インフルエンザと同じく,全 年齢にも感染が

(平成24年 4月 10日 )

広がった。感染力も強く,あ っという間に世

界中,特 に北米,南 米,東 南アジアで大流行。

日本で2070万人が感染 し,約 170人が死亡,

米国で12000人,全 世界で 2万 人が命を奪わ

れた。しかし,海 の潮が引くように消えたが,

今後第二波,第 三波の流行が,い つ始まるか

は不明。何とも気まぐれな 「悪魔のウイルス」

である。

今やマスクの時代

息苦 しいのに,幼 い子供もマスクをつけて

新型インフルエンザの流行で,マ スクが品不足とな

つた

(2008年 韓 国 金 浦空港)

17)人 類のおごリー耐性菌

過去,人 類はパンデ ミックな感染症の攻撃

を受け,感 染症のために町や郡市が廃墟と化

した時代があった。

結核は 「死の宣告」を意味し,そ れこそ多

くの人が 「吐血 して死亡Jし た。 しか し,

1929年アレキサンダー ・フレミング博士が発

見したペニシリンは,感染症の世界を変えた。

フレミング博士は,当 初ブ ドウ球商の研究を

していて,そ の培地に青カビが生えた。よく

みると青カビのまわりのブ ドウ球菌の発生が

抑えられるのをみた。これが,世 界初の抗生

剤の発見に繋がったのである。この偶然のお

かげで,ノ ーベル賞を受賞した。

ニューズウィーク誌の井口景子記者による

と,1940年 代,米 微生物学者がグアテマラの

刑務所の受刑者や入院中の精神障害者 1300

人を被験者として 「梅毒」や 「淋菌」を感染

させ,ペ ニシリンの有効性を極秘に (?)調
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べたという。

この感染実験で,少 なくとも83人が死亡。

「梅毒 と淋病の重複感染」実験 もおこなって

いた。医学の進歩という名日で,弱 者の人権

をいとも簡単に無視する。まさに,「悪魔の

科学者」力も たヽのだ。2011年,オ バマ米大統

領はこの実験について謝罪 した。

このように,実 用化するまでは,か なりの

年数を要したが,第 二次世界大戦中,ペ ニシ

リンは 「魔法の新薬」として多 くの傷ついた

兵士を故った。その効果が劇的だったので,

人類は,あ らゆる感染症を克服できると考え

た。しかし,そ れは 「人類のおごり」にすぎ

なかったのである。

いわゆる 「微生物」は奇抜な姿をしている。

単なる球体ばか りでなく,サ ッカーボール型

や円錐型,棒 状だったり,太 陽の光臨のよう

なコロナ状だったり様々。細菌のみに感染す

るウイルス (バクテリオファージ)は ,そ れ

こそ月面着陸型で脚を持っている。アメーバ

のように為足を出して動 きまわる怪物 もい

る。まるでエイリアン,そ れこそ微生物は生

きるためのいろいろな武器を揃え,薬 剤の攻

撃に屈することなく,生 き残 りの戦術を′い得

ていたのである。

1961年,イギリスの病院で院内感染があり,

「黄色ブ ドウ球菌」が犯人とわかったが,そ

れまでの抗生剤が全 く効かなかった。MRSA

(メキシリン耐性黄色ブ ドウ球菌)の 登場で

ある。今では,MRSAは 世界中に流行6「や

っかいな存在」となっている。

1980年代,エ イズの登場によって肺結核が

話題となった。免疫力の低下 したエイズ患者

に肺結核が流行 し,多 くの人が亡 くなった。

よく調べてみると,今 までの結核菌と違って

抗結核剤が効かない 「新 しい結核菌」である

ことがわかった。

BCGと 抗結核剤によって,「結核を地球か

ら絶減 しえる」 と考えていた学者はびっくり

した。多剤で対応 した結核菌は,遺 伝子を変

(平成24年4月10日)

化させ,抗 結核剤の耐性を身につけてしまっ

たのである。いかなる薬にも効かない結核菌

を 「MDR結 核菌」という。この新 しい肺結

核にかかりやすい職業は,な んと医療現場に

いる看護師である。

今や,バ ンコマイシン耐性腸球菌 (VRE),

多剤mSt性緑膿菌 (MDRP),多 剤耐性アシネ

トバクター (MDRA)な ど,強 力な耐性商

が存在する。

薬剤耐性化の原因,そ れは抗生剤の乱用に

すぎない。ペニシリン,ス トマイが登場 した

当時は,軽 症には使われなかった業剤だが,

今では普及の風邪でも簡単に使われている。
一度耐性菌が現れると,今までの菌は消失し,

耐性菌のみが生き残ることになる。耐性化す

るメカニズムは,「突然変異」か 「耐性を得

た商から,薬 剤耐性の遺伝子をもらう」,「菌

同士が結合し,遺 伝子を交換する」などが知

られている。さすがというか,び っくりとい

うか,「悪魔の微生物」はすごいのだ。

「遺伝子工学Jの 進歩で,細 商が耐性化す

る仕組みや,ワ クチンで予防されないウイル

スが出現するメカニズムなどが明らかになっ

た。日本で猛成をふるった 「大腸菌0157」

は,普 通の大腸菌に赤痢菌の毒素産生遺伝子

を取り組んで生まれ変わった「新型の大腸菌」

だった。

院内感染症の代表 「MRSA」 ,そ の特効薬

として登場 したバンコマイシンは,1956年米

国で開発した 「最後の切 り札」だった。 しか

し,30年 後の1986年,イ ギリス,フ ランス

でこの 「バンコマイシンに効かない腸球菌

(VRE)」 が発見された。日本では,1996年

にその存在が確認され,1999年 には厚生遵北

信総合病院でVREに 8人 が感染 し, 1人 が

死亡 した。その後,あ ちこちの医療機関から

報告が本日次いだ。

腸球菌は, もともと腸内常在菌である。一

説によると,バ ンコマイシン類似のアボパル

シンという薬を,ニ ワ トリや豚の飼料に添加
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したことが原因という。家畜の腸管で,耐 性

菌を得た腸球菌が人間におよんだというの

だ。

いわゆる 「食物連鎖」による感染というこ

とで,1997年 アボパルシンの飼料添加は禁止

された。

フランスのパスツール研究所では,実 験的

にバンコマイシン耐性のMRSAを 作 り出す

ことに成功。京都大学のウイルス研究者は,

ネコのエイズウイルスと人のエイズウイルス

の遺伝子を接合させることで,「キメラウイ

ルス」を誕生させた。

今や,わ ずかの器具を用いれば,高 校生で

も出来る遺伝子工学技術。生物兵器製造に使

われたら,こ の世は地獄となる。

なお,2011年 12月オランダ ・エラスムス

医療センターのロン ・フーシエ教授と東京大

学医科学研究所の河岡義裕教授 らの鳥インフ

ルエンザ遺伝子組み換えの研究にストップが

かかった。

問題となった研究は,遺 伝子を組み替える

ことで,H5Nlウ イルスが簡単に空気感染す

ること,つ まり,人 から人への容易に感染す

ることがわかったことで,「生物テロに応用

されかねない」 とす る米国立保健研究所

(NIH)が 決断を下したのである。

おわりに

「悪魔の感染症」,そ れこそ悪魔に取 りつ

かれるように一気に書き上げた。この 1カ 月

の睡HR時間は,平 均 3～ 4時 間だった。

執筆を始めて,石 井四郎軍医率いた731部

隊の存在が気になり,2011年 9月 22日成田

から北京経由でハルピンに飛んだ。爆破に失

敗し,研 究所のポイラー室の巨大な煙突が遠

くからも見えた。1945年,「マルタ」 と呼ば

れた犠牲者をすべて惨殺 したが,爆 菜が不足

していたらしい。研究所の跡地に建てられた

記念館 (侵華日軍第731部隊罪証FIR列館)の

中に,無 念に殺された人々の塞碑銘が壁に刻

まれていた.墓 碑銘の前には,た くさんの花

会 報 (平成24年 4月 10日)

束が供えられていて驚いた。いまだに故人を

偲んで,お 祈 りに来る人がいるのだ。墓碑銘

には,中 国人,満 州人以外に朝鮮人,ロ シア

人,西 欧人も含まれていた。

石井四郎軍区が生 まれた1892年は,丁 度

日本で天然痘が大流行 した年だった。全国で

約34000人が感染し,8400人 が死亡した。石

井軍医は,京 都帝国大学医学部を1916年に

卒業し,陸 軍病院に入 り,1928年 にはヨーロ

ッパ,合 衆国とカナダを回り,化 学,細 菌戦

を学び帰国。いわゆる関東軍細菌部隊を指揮

した,ま さに軍国主義の産物だった。この

「戦争細菌学」は,20世 紀当初世界高水準に

あったと判断される。

戦後,GHQの ウィロビー少佐 とマッカー

サー総司令官は,石 井部隊の詳細な資料と引

き換えに,石 井軍医及び多 くの731部隊にい

た医療関係者を戦争免責とした。

感染症 (病原体)は 悪魔。人を簡単に殺 し

たし,20世 紀初頭の 「戦争の世紀」には,人

の心を誘惑 した悪魔である。 (完)


